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【丹波の朝採り有機野菜市】

４月４日・12日・18日・26日10時～　
＆ ワークホームつつじ・仁頃（ 22-7044）

【団塊世代ダンス講習会】
４月５日～26日(木)15時～17時　 体
育館・青少年センター　 社交ダンス　

一般　 700円　 寺田( 22-8911)
　
【あしや喜楽苑ギャラリーご案内】

①６日～15日②16日～30日いずれも９
時～17時（最終日は15時まで）　 ①「第
２回小田富士夫写真展」②「永仮孝彦旅の

写真展第３弾」　 ＆ あしや喜楽苑(
34-9287）

【十代のためのやすらぎの部屋】
４月７日・21日（土）13時～16時30分
図書館　 中高生　 ヨッシーくらぶ・

守上（ 23-6854）

【市民ハイキング】

４月８日(日)８時30分～　 芦屋川駅
北→夙川駅→北山公園→北山貯水池→五
ヶ山→逆瀬川駅　 400円(別途交通費)

　 ＆ 芦屋登山会・相塲（ 32-0628）

【国際共通語エスペラント入門講座】

４月８日～29日(毎週日曜日)10時～12
時　 市民センター 207室　 外国の教
科書　 2,900円(教科書代込)　 ＆

芦屋エスペラント会・津田( 078-452-7692)

【講座「歌風土記　兵庫県」】

４月８日(日)13時30分～　 富田砕花
旧居　 和田英子氏　 500円（資料代）
＆ 角野( 090-8825-1292)

【芦屋川カレッジ学友会会員募集】
４月９日（月）9時30分～10時　 ルナ・

ホール　 ＆ 芦屋川カレッジ修了生、
その他（継続、新規入会）　 2,000円(年
会費)　 林（ 32-9766）

【母と子のいこいの部屋】
４月10日・17日・24日10時～11時30分　

図書館　 ０歳～未就園児と保護者　
バルーン・津田（ 32-2610）

【健康体操一期の会見学・体験会】
４月10日・17日・24日13時～14時30分
体育館・青少年センター　　 運動し

やすい服装、上履き、バスタオル　 一期
の会・野村（ 22-0625）

【おはなし作りの部屋】
４月11日・25日（水）10時～12時　 図
書館　 作品の制作等　 ぷりん・岡山

（ 31-6801）

【二胡と古筝の陽春コンサート】

４月14日（土）15時開場 16時開演　
ル ナ・ホ ー ル　 前 売 2,500円/当 日 
3,000円　 悠々クラブ（ 38－0130）

【朗読劇「桜の森の満開の下」】
４月14日(土)13時30分開場・14時開演
芦屋仏教会館　 桜をテーマにした朗

読と歌とピアノ　 前売 2,500円/当日 
2,800円　 あおぞらドラマカンパニー・
浅井( 32-5053)

【浜風の家　４月のイベント】
①４月14日（土）13時30分～15時②21日

(土)13時30分～15時30分③28日(土)13時
30分～15時30分　 ①１日工作教室(ビ
ーズで作るお花のキーホルダー )②人形

劇をやってみよう③ドッジボール　 ①
４歳以上②③小学生以上　 ①のみ要予
約　 浜風の家（ 35-5700）

【ライブラリーコンサート】
４月14日（土）18時45分～（開場は18時

30分）　 図書館　 200人　 シューベ
ルト「菩提樹」トスティ「理想の女」ほか　
畑儀文・城村奈都子　 ＆ ミュー

ズ・半田（ 23-1746）

【折り紙教室】

４月18 日（水）10時～12時　 図書館
一般成人　 段谷（ 34-2546）

【芦屋１７℃倶楽部の催し】
①４月19日（木）②21日（土）③23日（月）
①13時30分～16時②③10時～12時　 ①

煎茶を楽しむ②ストレッチ③脳げんき会
①500円③200円　 ＆ 芦屋１７℃ 倶
楽部・山野（ 35-0425※当日 35-2500）

【声を出す気功体験教室】
４月19日（木）９時30分～11時　 上宮

川文化センター　 田中（ 22-6979※夜
間のみ）

【芦屋子育て支援講座】
４月21日(土)10時～11時30分　 市民
センター 211室(託児あり)　 藤本邦子

氏　 守舎( 31-0887)

【セイドー外国語学院コンサート】

４月22日（日）13時30分開場　 田尻洋
一氏（ピアノ）・瀬崎明日香氏（バイオリ
ン）　 100人　 3,000円（ペア5,500円）

＆ ＆ セイドー外国語学院（ 22-9452）

【中高年の再就職講演会】　

４月29日(日)13時30分～16時30分　
市民センター 301室　 50歳以上の再就
職希望者50人　 1,000円　 ファクス

で右記へ　 芦屋いきいき塾(FAX22-1412)

【芦屋中国語同好会】

＆ 毎週水曜日＜初級＞18時～19時25
分＜中級＞19時30分～21時　 市民セン
ター 403室 　 中国語をもう一度勉強し

たいかた　 ＜初級＞10,500円＜中級＞
12,000円（ともに３カ月）　 ＆ 菅原
（ 31-7062）

【憲法はいま】
５月４日(金・祝)13時30分～16時30分

ルナ・ホール　 ピアノ演奏、短編映画
ほか　 500円(資料代)　 当日会場へ
九条の会・竹内( 35-1503)
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限りある資源を大切に！「広報あしや」はリサイクルによる、古紙100 % を使用しています。

●凡例… 日時（日程）、 会場・場所、 内容、 対象・定員、 講師、 出演、

　　　　 費用（記載の無い催しは無料）、 持ち物、 申し込み、 問い合わせ

　芦屋に住んで、すでに30年。

　天気のいい日には、デジタルカ

メラを片手に、のんびりと市内の

散歩を楽しんでいる。

　歩きながら感じることは、芦屋

は静かでほんとうにきれいなまち。

思わずカメラのシャッターに指が

伸びることもしばしばです。

私の好きな「芦屋」点描

　　　　　ファウスト・ポール(緑町)

「福原鬢鏡」(延宝８年版・天理図書館

所蔵)に見える芦屋地方（市史より）

潮見町から見える芦屋川河口付近

ベルポート芦屋(海洋町)

 

●「広報あしや」バックナンバーは、市ホームページ『広報あしや ON  LINE』でご覧いただけます。

「芦屋のうつりかわり」
21.6×30.5㎝／135頁／

紙表紙・銀箔押し(ハードカバー )

   頒布額　500円

　市制施行50周年(平成２年11月10日)に発行した記念写真集

「芦屋のうつりかわり」の在庫本を、行政情報コーナー（市役所北

館１階）、ラポルテ市民サービスコーナーで頒布しています。

写真でみる芦屋の歴史

問い合わせ　広報課　 38-2006 

会下山遺跡と触覚模型


